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1 万 2 千食から 4 万食へ生産能力向上および DX 化推進拠点へ進化 

全国の高齢者施設厨房の人手不足解決に向けた新工場完成 

 

                     
                       

 

 

 

 

 

モルツウェル株式会社(代表取締役 野津積/松江市黒田町)は、ソフトビジネスパーク島根にて

2022 年 9 月 1 日(木)９時 30 分より、新工場および新社屋お披露目式を開催いたします。 

これまでモルツウェル株式会社は全国の高齢者施設の人手不足という社会課題解決のため松江市

黒田町にある黒田工場にて、1 日 1 万 2 千食の食事を生産してきました。全国の高齢者施設におけ

る人材不足の問題は年々大きな社会課題となっており、1 日 1 万 2 千食の製造および食事の提供だ

けでは社会課題解決ができない状況になってきたことから、今回 2 拠点目となる新工場を設立し、

生産能力の向上と高齢者施設厨房の DX 化を推進するシステム開発を行うことになったものです。 

今回の新しい製造拠点兼新本社は、島根県立地計画認定をいただき、2022 年 2 月 7 日に島根県

庁にて覚書調印式を行い、丸山島根県知事と上定松江市長より期待のお言葉を頂戴いたしました。

このたび無事に竣工し、9 月からの本格稼働を前に、関係者の皆様にお披露目をすることに至りまし

た。 

現黒田工場との大きな違いは 2 点あります。 

① 現黒田工場の約 3 倍の生産能力(40,000 食/日)を誇る新真空調理工場である。 

② 危機的な人材不足の高齢者施設厨房を DATA、IT、テクノロジーを用いて支援するソフトウェ

ア開発事業に進出すること。 

特に②の高齢者施設厨房の DX 化に関するソフトウェア開発事業について、社会課題解決に向け

た今後の最重要事項と位置付けており、力を入れていきたい部分です。 

少子高齢化に伴う社会課題解決に挑む高齢者食の最前線。ふるさと島根から全国普及を目指すプ

ロジェクトです。ぜひ取材していただき応援よろしくお願いします！ 

 

 

★新工場および新社屋お披露目式 

日時：2022 年 9 月 1 日（木）9：30～10：30 

場所：テクノアークしまね(松江市北陵町 1 番地)4 階大会議室 

★新工場見学会 

日時：2022 年 9 月 1 日（木）11：00～12：00 

場所：島根県松江市北陵町 18-1 モルツウェル株式会社 新社屋 

2022 年 2 月 7 日島根県庁にて覚書調印式 今回お披露目する新社屋外観 
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＜以下詳細資料＞ 

１．新工場建設の背景 

 団塊の世代が後期高齢者となる「2025 年問題」を 3 年後に控え、高齢者とこれを受け入れる高齢者施設も急増

中です。一方、高齢者施設厨房の人材不足は危機的な状況に陥っており社会問題となっています。このような状況

から、介護施設運営会社は高齢者の最大の楽しみとなるはずの食事提供にリソースを割くことができない状態が恒

常化しており、抜本的な高齢者施設厨房の在り方・運営改革を促す厨房の DX 化が求められています。 

さらに 2040 年はバブル世代が介護施設入居者となり、そのわがままな嗜好にも応えられる食事サービスを根本

から作り直す必要があると考えています。 

生産性を上げ、属人化を排するための DX 化に加え、「2040 年問題」を見据えた、『集団給食からの脱却〜3 つ

の自由〜』（メニュー選択の自由、食事時間の自由、食事環境の自由）を目指します。 

2.  高齢者施設の DX 化を推進するシステム（食事サービス総合支援システム）を現在開発中 

⑴ 目指すのは施設内厨房⇔集中調理工場間のデジタル化！ 

厨房が人材不足に陥る原因の一つは作業内容の高度化です。入居者の体調変化や嚥下機能低下に対応するために禁

止食、キザミ・ミキサー・とろみ加工、おかゆ、カトラリー(皿・箸・スプーン）などの個別対応が多くあり、ご

利用者様約 30〜40 名分の準備をスタッフ一人で、加工・盛付・配膳後、温かいままでのご提供を短時間で行いま

す。高度な作業の上にスピードも要求されるため、スタッフ定着率が悪く、属人化が進んでいます。これらの問題

を解決するため、既に弊社が提供している『完全調理済み食材』、『再加熱キャビネット』を用いた省人化策に加

え、『厨房⇔工場間のデジタル化』で、大幅な労務時間短縮実現をご提供します。 

⑵ 千差万別な情報を見える化し、属人化・人材不足をゼロにします！ 

デジタル技術による“作業の見える化”(食器に埋め込んだ IC チップ+AR 技術+AI 画像解析等を想定)によって配

膳作業を誘導支援し、新人スタッフはもちろん、シニアスタッフや障がい者スタッフでも『すぐに、楽に、間違い

の無い配膳』を可能とし、属人化を排し人材不足が解消されます。 

（※）松江市内 30 名定員の有料老人ホームにおいて、一日 3 食の食事提供業務を、障害者就労支援 A 型事業所の

障がい者だけで運営する実証実験を開始しました。 

3.目指す未来。1 日 10 万食へ 

DX 化の実現により、高齢者施設厨房の業務効率化や省力化を支援し、人員不足やコスト削減を理由に利用者様の

食事の楽しみが奪われることのない施設運営をサポートします。また特別な知識や経験を必要とせず誰でも働ける

環境を整え、雇用の場を増やし、少子高齢化問題解決を目指します。 

これからも島根県内で工場や設備の増設を図り、全国の高齢者を取り巻く社会課題を解消するとともに県内の雇用

の促進をすることでふるさと島根を盛り上げていきます。 

4.新工場の特徴・概要 

鍋釜の代わりに袋の中で加熱調理する安全性の高い「真空調理法」を採用。 

チルド製品でありながらロングライフ（14 日間）を実現。施設厨房内の解凍手間不要。 

敷地面積：3,300.2 ㎡ 延べ床面積：1,248 ㎡ 生産能力：40,000 食/日 

 

■会社概要                                     ■本件に関するお問い合わせ先 
商 号 : モルツウェル株式会社             企業名：モルツウェル株式会社 
代 表 者 : 代表取締役 野津 積             担当者：専務取締役 野津昭子 
所 在 地 : 〒690-0816 島根県松江市北陵町 18-1     T E L：0852-20-2400/080-3369-0991 
設 立 : 1996 年 11 月                               Email ：akiko_notsu@morzwell.co.jp 
事業内容 : 高齢者施設向け完全調理済み食品製造販売     
資 本 金 : 1,000 万円 
U R L : https://www.morzwell.co.jp/ 

https://www.morzwell.co.jp/

